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背景・目的 

介護者の筋骨格系に関わる健康問題は、介護者自身の QOL の低下に繋がり、ひいては介

護者自身が要介護者になる可能性があるきわめて重要な健康課題である。そこで、女性家

族介護者のみを対象に，介護者が訴える頻度が高い「腰痛」と「首肩背中のこりと痛み」

に着目し，以下の 3点を明らかにすることを目的に研究を実施した。①在宅で介護をして

いる女性家族介護者の「腰痛」や「首肩背中のこりと痛み」が日常生活にどのような影響

を与えているかを明らかにする。②在宅で介護をしている女性家族介護者の「腰痛」と「首

肩背中のこりと痛み」に、影響を与えている生活習慣や介護要因（介護状況、介護行為等）

を明らかにする。③女性家族介護者の QOL の低下を防ぐことを目的として、筋骨格系症状

の予防に繋がる生活習慣や介護方法を提案する。 

研究方法 

本調査の対象者は、自宅で介護保険の認定を受けている家族を介護している女性家族介

護者 211 人に対して生活習慣、健康状態、生活活動、介護状況を含む自記式質問紙調査を

実施した。193 名から回答が得られたなかで（回収率 91.5％）、解析可能な 156 名（有効

回答率 73.9％）を対象に解析を行った。2つの筋骨格症状と生活活動との関連については

スピアマンの順位相関係数を算出した。両症状と介護要因との関連は、症状の有無を従属

変数、各介護要因を独立変数としたロジスティック回帰分析を用いてオッズ比を算出し

た。 

腰痛に関する分析結果 

腰痛に関しては、「いつもある」が 20人（12.5％）、「ほとんどいつもある」が 15 人（8.9％）

と日常的に腰痛を感じている者が約 2割に上った。生活活動との関連では、室内での活動

項目の「腰を曲げたり、伸ばしたりする」（相関係数 r=0.44）、「腰を曲げて床の上のもの

を拾う」（r=0.36）、「掃除機をかけるなど家の中の雑用をする」（r=0.36）、戸外での
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活動項目の「重いものを運ぶ」（r=0.37）、「買い物に行く」（r=0.32）との関連が強か

った。 

腰痛有無による対象の基本属性と生活習慣との比較では、年齢、身長、体重、閉経者の

割合、有職者の割合に関して、いずれも両群の間に有意な差は認められなかった。しかし、

BMI については、腰痛有群（22.5±3.2kg/m2）の方が腰痛無群（21.3±4.42kg/m2）に比し

て有意に高い傾向が見られた。 

介護状況との関連について、年齢、閉経の有無、BMI、ストレスで調整後も有意な正の関

連を示したのは夜間介護【オッズ比（95％信頼区間）：2.16（0.96-4.88）】のみであった。

介護行為については、検討した全 21 行為のうち 17 行為が腰痛との間に正の関連を示した．

そのうち、立ち上がり【2.26（1.02-5.01）】と問題行動【3.41（1.30-9.00）】は共に腰

痛との間に有意な正の関連を示した．介護行為を集約した分類については、体位交換に関

する介護【2.26（1.00-5.11）】と主に静止姿勢で行う介護【2.48（1.08-5.74）】は腰痛

と有意な正の関連が見られた。 

首肩背中のこりと痛みに関する分析結果 

「首肩背中のこりと痛み」に関して、「いつもある」が 32 人（20.5％）、「ほとんどい

つもある」が 29 人（18.6％）と４割近くの者が日常的に首肩背中のこりと痛みを感じてい

た。生活活動との関連では、「ベッド（床）にはいる、ベッド（床）から起き上がる」（r=0.42）、

「腰を曲げたり，伸ばしたりする」（r=0.40）、「掃除機をかけるなど家の中の雑用をす

る」（r=0.39）、「階段を上がる、下がる」（r=0.36）、「重いものを運ぶ」（r=0.32）、

「腰を曲げて床の上のものを拾う」（r=0.30）との関連が強かった。 

首肩背中のこりと痛みの有無による比較で、こりと痛みを有する群が無群に比して、有

意に BMI が高く、運動習慣を有する者が少なく、ストレスを感じている者が多かった。介

護状況との関連では、年齢、閉経の有無、BMI、ストレス、運動習慣を調整因子とした多変

量調整後も有意な正の関連を示したのは、夜間介護【3.29（1.51-7.17）】のみであった。

介護行為については、介護行為について検討した全 21 行為のうち 18 行為が、首肩背中の

こりと痛みとの間に正の関連を示した。そのうち、問題行動【2.95(1.11-7.82)】、清拭

【2.42(1.14-5.11)】、服薬【3.15(1.50-6.62)】との間に有意な正の関連が見られた。さ

らに、介護行為を集約した分類については、全体的に力のいる介護【2.70(1.07-6.83)】主

に静止姿勢で行う介護【1.62(1.00-2.62)】との間に有意な正の関連を認めた。 

考察 

女性家族介護者おいて、「腰痛」や「首肩背中のこりと痛み」は介護者自身の日常生活

の全般に影響を与えていた。各々の症状の発症に繋がる介護行為として、腰痛は体位交換

に関する介護と主に静止姿勢で行う介護、首肩背中のこりと痛みは全体的に力のいる介護

と主に静止姿勢で行う介護が示唆された。その他、本研究で興味深い結果は、問題行動へ

の対処が「腰痛」や「首肩背中のこりと痛み」との間に強い関連を示したことである。先

行文献には、問題行動と腰痛や首肩背中のこりと痛みの関連を検討したものはない。この

結果は、家族介護者の「腰痛」「首肩背中のこりと痛み」の予防、軽減対策を考える場合

に、問題行動への対処という新たな視点を提示するものである。女性家族介護者の筋骨格

系症状を軽減する 1 つとして、問題行動のような介護者への精神的負担を強いる介護の軽

減には、被介護者への適切な治療や介護者が認知症に対する知識と対処方法を正しく持つ

こと、また，専門職からの適切な心理社会的支援や各種サービスの導入が望ましい。同時
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に、筋力低下の予防と共に適切な介護技術の伝授が望まれる。また、首肩背中のこりと痛

みを持つ者では、BMI や運動習慣の無さ、ストレスの多さなどの生活習慣が影響しているこ

とも示唆され、生活習慣病対策が同時に必要であると考えられる。 

結論 

女性家族介護者は「腰痛」や「首肩背中のこりと痛み」によって日常生活活動が制限さ

れていた。また、両症状には、複数の特有の介護行為が関連していた。看護職は、女性家

族介護者の介護状況や生活習慣を把握することによって両症状に関連する介護行為を行っ

ている者に対して早期に介入し、症状の発症を予防することが大切である。また、既に症

状を有する介護者には、特定の介護行為に対する対策を講じることによって症状を軽減さ

せることができることが示唆された。これらの介入や対策は、女性家族介護者の QOL の向

上に繋がると考えられる。 


